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－１－ 



１．適用範囲 

    本仕様書は「フリーフロアーＴＲシステム」の工事に適用する。 

 

２．製品概要 

 

    2－１  工法概要 

      「フリーフロアーＴＲ」は樹脂製の支持ナットのついた床パネル（Ｔ 

    パネル）９種類からなり、その支持ナットに床高に応じた樹脂製支持 

    ボルトをつけて敷き込んで行き、床パネルの上からレベル調整し、仕上る 

  工法です。 

 

 

    ２－２  参考納まり図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 



３．材   料 

 

     ３－１ 材質 

部  材  名 材    質 備      考 

ＴＲパネル 

(床パネル) 

台板 

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ 

ＪＩＳ－Ｍ１８ 

厚２０㎜ 

・ﾊﾟﾈﾙｻｲｽﾞ１１種類 

枠板 

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ 

ＪＩＳ－Ｍ１８ 

厚１５㎜ 

ナット 特殊樹脂 ・Ｔ８０㎜ 

支持脚 
ボルト 特殊樹脂 

・サイズ６種類 

ゴム座 ＳＢＲ製 

 

 

     ３－２ 専用工具 

工  具  名 用           途 

Ｔ用ドライバー 床パネルのレベル調整に使用。 

ストッパー締め ストッパー締め付けに使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３－ 



   ３－３ 床高さ調整範囲 

スラブ面からフリーフロアーＴＲ床パネルの天端まで 

Ｔナット ボルト＋ゴム座 床高さＨ調整範囲 

80㎜ 

197㎜+25㎜ 222～317㎜ 

264㎜+25㎜ 289～384㎜ 

331㎜+25㎜ 356～451㎜ 

398㎜+25㎜ 423～518㎜ 

465㎜+25㎜ 490～585㎜ 

532㎜+25㎜ 557～652㎜ 

 

   ３－４ パネル規格 
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 ４．現場施工フローチャート 

 

    打ち合わせ 

 

 

    施  工  図 

 

                               施工図チェック 

 

    現場打ち合わせ 

 

                             （搬入・工程・工期等） 

                                        床不陸状態ﾁｪｯｸ 

    前工事チェック                       

 

 

    搬          入 

 

                                （床清掃確認） 

    パネル施工  

 

                   床鳴りチェック 

                                       レベル・床の踏み鳴りチェック 

 

 

   自  主  検  査 

    （検査表別紙） 

 

                                   次工程業者確認 

                                      （手直し） 

 

   引  き  渡  し 

 

 

   施  工  報  告 

－５－ 



５．施工手順 

 

①コンクリート床面の清掃確認 

     ・コンクリート床面を清掃し、極端な凹凸のある場合は修正を依頼する。 

 

② 床高の基準墨を打つ 

 ・壁面躯体に仕上げ材を差し引いて墨を打つ。 

  （捨張りをする場合は、捨張りも差し引く） 

 

③ ボルトの取付け 

   ・フリーフロアーボルトをパネルのナットにネジ込みゴム座を付ける。 

 

④ フリーフロアーＴ－５，Ｔ－６パネルの敷き込み 

   ・壁面周囲に先ずフリーフロアーＴＲ－５を敷きこむ。 

   ・次にＴＲ－６を敷き込んでいき壁面周囲の最後は 

    ＴＲ－７を敷き込み納める。 

   ・ＴＲ－５，６，７のジョイントは枠板にフレキ付皿ビス（３．８× 

    ３８㎜以上）にて固定する。 

   ・ジョイント部はパネル間隙間を３㎜程度とる。 

   ・壁面躯体とフリーフロアーＴＲパネルとは１５～３０㎜隙間を 

    とる。 

 

⑤ レベル調整 

   ・壁面周囲の敷き込みが終わったら、床高の基準墨に合わせてフリー 

    フロアーボルトを調整してレベルを出し、スットパー締めにてスト 

    ッパーを締める。 

     

 ⑥内部への敷き込み 

   ・壁面周囲と同様にフリーフロアーＴＲ－１,ＴＲ－２,ＴＲ－１１,ＴＲ 

    －１２を敷き込む。 

   ・ジョイント部は枠板にフレキ付皿ビス（３．８×３８㎜以上）にて 

    固定する。 

    パネル間隙間は３㎜程度とする。 

 

 

－６－ 



 

 ⑧レベル微調整 

   ・フリーフロアーＴＲの施工完了後再度レベルミスがないかチェックす 

    る。 
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６．施工検査表 

 

  検  査  内  容   検   査   結   果 
レベルが出ているかを確認す

る。 

 

（3/1000㎜以内） 

 

 

 

 

壁廻り、柱廻りとの取り合い

を確認する。 

 

 

 

 

ボルトの調整忘れがないかを 

確認する。 

 

 

 

 

フリーフロアーの接合部への

固定が正しく施工されている

かを確認する。 

 

 

 

 

フリーフロアーの上を歩き 

床鳴りがないかを確認する。 
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